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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・H23年度青森県精神保健福祉協会への新規・継続入会のおしらせ

前年度同様に現役職者（SGM JGM TOL）は、継続・新規の入会をして頂きますが、またその他管理部署において一般職員の方々にも、青森県における精神保健福祉事業の推進のためにご協力をお願いします。

　　会費の入金手続きは、取り纏め経理の方で行います。会費・提出期限は8/31（水）となっていますので、会費のとりまとめは、各グループの管理者に行い、経理へ提出（領収書発行）して下さい。

　　会費提出期限　8月31日（水）会費　1000円（正会員）
・カンファレンスにて、8/29（月）糖尿病と気管内・挿管について、呂Drの勉強会を予定しています。

・呂Drが10月からの1ヶ月間シカゴへ行く為、不在となります。

・8/16（火）の全体連絡会議は行いません。

　・広報委員会より～9月の広報誌に向けて俳句を募集しています。今回のテーマは、「きのこ」となっていますのでご協力お願いします。

　　

　

＜患者様連絡事項＞

　・木村　梅子様～弟様へ外泊をお願いしたい事を電話しています。始めは「連れて行きたくない。言うことを聞かない」と消極的に話しています。具体的な理由について聞いていますが、「髪を切れと言っても切らないし、どこでもほどくからすごい。買い物でも汚らしい格好をする」等不満を話されています。スタッフより、外泊は家族との交流の場であり、ご協力頂きたい事を伝えると、8/14（日） 10:30～8/16（火）15:30まで外泊希望聞かれています。弟様より、本人に対して髪を短くしてほしい事、服装について病棟で指導してほしいとの事ですので、スタッフ側より介入していきましょう。

　　　　　　　　　

＜田名部Drケースカンファレンス・診察＞

・倉橋　生子様～先週意味不明な発言（ピーヒャラピー）がありましたが、それ以降意味不明な発言は聞かれていません。ですが対応の素っ気無さあり、口調を荒げることもありますので、他者とのトラブルに注意していきましょう。

　　　　　　　　また毎月小遣い銭を残す事が出来ず不機嫌となる事があり、ケアプラン作成しています。小遣い銭を残せるようになってきていますが、1日に何回も買い物へ行く為プラン継続していきます。

　　　　　診察→12日（金）の婦人科の検査については本人と妹様と担当が話し合い、受診する病院を決めていく事にしています。12日（金）は13:00まで主治医がおりますので、病院が決まり次第紹介状を書くとの事です。

・飯豊　信雄様～＃１　嗜好品の購入量を守れない。

　　　　　　　　目標　決めた量を守って買い物が出来る。

　　　　　　　　評価　嗜好品の購入量を守れない為、栄養士より指導を受けていますが、間食量を減らす事に対し、拒絶されています。引き続き、間食量を控えめに設定し、間食量を抑えられるよう関わり、買い物時は指導していきましょう。

　　　　　　　　診察→間食量の理解がない事を情報提供しています。主治医より限度は守るよう説明受けています。また、女性への言行動は控えるよう指導受けています。幻聴に関しては、「音が聞こえる」と話されていますが、指示するようなものではないとの事です。

・菊地　明子様～活動性の低下は見られず、日課・歩行運動等は行う事が出来ています。本人より、「日中に寝ないために歩行運動している」と話されていますが、歩行運動以外に読書等の他の方法を進めてはどうかとの意見が出ています。今後も、日常生活の行動を維持出来るように関わり、不安を訴えた際は傾聴していきましょう。

　　　　　診察→8/5（金）に足のむずむず感があった事を情報提供しています。タスモリン（1）１T 1×昼後/7T臨時処方となっています。次回より定期処方となりますので、引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。

・林　田鶴子様～先日、弟様付き添いで外泊へ行っていますが、忘薬・疲労感なく帰院しています。外泊中は、茶碗洗いの手伝いをしてきたとの事ですが、弟様より母親の世話話が本人にとっては少しうるさいと感じるようだったと情報提供あります。次回は母親のショートステイやデイサービス利用時に外出泊をしたいの事です。

　　　　　　　　また先週服薬調整行っていますが、独語は現在も聞かれており精神症状の変化は見られていません。

　　　　　　　→服薬調整後の独語の頻度は変わらない事を情報提供しています。診察中も妄想発言著明であり、「ペンギンのくちばしが自分に刺さって痛かった。船に乗って南極に行ってきたが、ペンギンがいっぱいいた」等話されています。今後も精神症状の変化に注意し、幻覚妄想に左右され、まとまりのない発言が聞かれた際は、振り返りを行っていきましょう。






















